(別添様式１- １)
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　　項：社会福祉費　　目：障害者福祉費
	事業名: 身体障害者補助犬育成事業費（国補）　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　健康福祉部　障害福祉課　社会参加担当　電話番号：058-272-1111（内2614）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11226@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：4,500千円（前年度予算額：3,000千円）

	事業内容


	１　事業の内容


・視覚障がい者にとって移動に重要な役割を果たす盲導犬、肢体不自由者の手足となって日常生活における動作介助を行う介助犬及び、聴覚障がい者の耳の代わりとなって音による情報伝達の手助けを行う聴導犬について、これらの犬を「身体障害者補助犬」としてその育成を支援することで、身体障害者の自立生活・社会参加を図る。
・補助犬の育成について、育成事業者に委託して実施する。
○育成事業者については、法令に基づく資格を有する事業者(法人)のうち、補助犬使用予定者が希望する育成事業者に委託
　　　○補助犬使用者へは無償で貸与する。
     ○既に貸与している補助犬の老齢化により、交替ニーズが高まっていることから、

　　 　頭数を増やす。（２頭→３頭）
	２　所要経費


　身体障害者補助犬育成事業費（委託料）：4,500千円（１頭あたり1,500千円）
　国１／２　県１／２　国庫補助［地域生活支援事業］
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


・昭和５４年に盲導犬育成事業として、事業を開始

・平成１４年１０月の身体障がい者補助犬法の施行にともない、平成１５年度から、身体障害者補助犬（盲導犬・介助犬・聴導犬）育成事業として事業統合
・平成２３年度に本事業ではじめてとなる介助犬の貸与を実施

	３　これまでの取組に対する評価


・現在、県内では、１２頭の盲導犬と１頭の介助犬が活動している。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	3,000
	1,500
	
	
	
	
	
	
	1,500

	要求額
	4,500
	2,250
	
	
	
	
	
	
	2,250

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


